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２ Bp-9 市販野菜ジュース類の栄養成分について

○川井　信子、川越　昌子
(大阪市立環境科学研究所)

食　　物

目的：最近、簡易に野菜成分が摂取できることから、多種類の野菜ジュース類が販売され。利用され

ている。本報では、市販野菜ジュース類および手作りジュースの栄養成分、特に野菜類からの摂取が

期待される食物繊維（水溶性、不溶性）、カロチン、ビタミンC 、ミネラル類（K、Ca、Mg、Fe）を分

析し、これらの成分が野菜ジュース類からどの程度摂取できるか調べた。

方法：市販野菜ジュース類　25 種類（ﾄﾏﾄ系ｼﾞｭｰｽ　10、人参系ｼﾞｭｰｽ　5、その他野菜ｼﾞｭｰｽ　3、果汁

入り混合飲料　7 ）ならびにﾄﾏﾄ 、人参、およびほうれん草からジューサーで作った手作りジュー

スを試料とした。食物繊維はAOAC による酵素・重量法、カロチンは加水分解後ヘキサン抽出しHPLC

法（ODS カラム、ﾒﾀﾉｰﾙ/酢酸ｴﾁﾙ系展開溶媒）、ビタミンＣはDNP 法、ミネラル類は乾式灰化後希硝酸

溶液としICP-AES 法により分析をおこなった。

結果：市販ジュース類の各成分量を、対応する野菜の食品成分表の値や手作りジュースの実験（ジュ

ースと野菜の成分量比較実験）と比較した結果、トマト主体のジュース類では対応する野菜に匹敵す

る成分含量を示したのに対し、その他のジュース類では、不溶性食物繊維、カロチン、Ca が対応する

野菜に比べて大幅に低く、Fe も低かった。一方、水溶性食物繊維、ビタミンC 、K、Mg はもとの野菜

と同程度で、損失はあまり認められなかった。しかし、人参には元来カロチンが多く、人参主体のジ

ュースではカロチンが約2000 μg/lOOg 程度と多く含まれており良い供給源となっていた。

2 Bp-10 有香分子の光学活性体構造と匂い知覚・匂い反応との関連：

光学活性リナロールを用いた官能評価と生理計測実験

広島女大健康科学　○菅原芳明

目 的 酵素反応を含めた多くの生体反応は，光学活性構造依存型である。そのため，

従来より有香分子の光学活性体を利用して，匂い知覚や匂い反応も光学活性依存か否

かの議論がなされて来た(Friedman,  Science, 1971 等) 。Ohloff and Klein は，

リナロールの(－)一体と(十)一体の匂いは明らかに区別でき，前者はラベンダー様香気，

後者はプチグレン様香気とした(1961) 。この報告を含め，有香分子の光学活性体に

よる知覚が光学活性構造依存であることを示唆するデータは多いが，それらはいずれ

も官能検査による知覚知見のみに基づいたもので,そこから一歩も踏み出せていない。

今回，我々は官能検査と簡易脳波計測(ＩＢＶＡ-ＥＥＧ) データに基づき，有香分子の光

学活性構造と匂い知覚・匂い反応との関連について詳細な検討・考察を行った。

方 法 ㈲ 一卜) －リナロールはラベンダーオイル，(S- 十)－リナロールはコリアンダー

オイルよりそれぞれフラッシュカラムクロマトグラフィーを繰り返し分離･精製した。

結 果 香りの官能検査法は，本来被検者間の個人差が大きく，また引き起されるべき

匂い反応も微弱であることが予想されたが，それにも関わらず，光学活性リナロール

は,それぞれ異なった香り知覚と異なった匂い反応を引き起こすことを明らかにした。
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